
県 議 の 岩 切 た つ や で す 。 ６ 月 定 例 議 会 報 告 で す 。 〈 第 ２ ８ 号 〉

一
年
間
に
県
外
か
ら
宮
崎
県
内
に
移
住
さ
れ
た
方
は
、

昨
年
度
８
８
４
世
帯
、
１
，
６
１
７
人
で
あ
る
と
、
議
会

で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
度
が
７
５
５
世
帯
、
１
，

３
２
６
人
、
そ
の
前
の
年
は
５
５
８
世
帯
、
９
７
３
人
。

い
ま
、
都
市
か
ら
地
方
へ
の
人
口
移
動
を
求
め
て
、
全

国
ほ
と
ん
ど
の
県
や
市
町
村
が
力
を
入
れ
て
い
る
政
策
で

す
。
県
で
は
、
宮
崎
ひ
な
た
暮
ら
し
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
を
運
営
し
、
東
京
・
大
阪
・
福
岡
に
支
部
を
置
い
て

い
ま
す
。
東
京
有
楽
町
に
あ
る
「
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
は
、
全
国
各
地
の
移
住
支
援
の
窓
口
が
集
ま

っ
て
お
り
、
宮
崎
県
の
窓
口
も
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
相
談
窓
口
の
運
営
に
加
え
、
県
と
市
町
村

で
一
緒
に
な
っ
て
、
「
移
住
支
援
金
制
度
」
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
２
人
以
上
の
世
帯
で
あ
れ
ば
１
０

０
万
円
、
単
身
者
は
６
０
万
円
と
い
う
内
容
。
子
ど
も

加
算
を
す
る
市
町
村
が
あ
り
、
高
鍋
町
と
川
南
町
が
最

高
で
、
１
人
に
３
０
万
円
で
、
最
高
二
人
ま
で
。
夫
婦
、

子
ど
も
二
人
で
あ
れ
ば
１
６
０
万
円
の
支
援
金
が
出
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

努
力
が
実
っ
て
実
績
が
伸
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。
移
住

先
と
し
て
昨
年
度
、
一
番
多
く
の
方
に
選
ば
れ
た
の
は
、

市
部
は
宮
崎
市
、
町
村
部
は
川
南
町
に
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
崎
県
の
出
生
数
は
Ｒ
２
年
で
７
，
７
２
０
人
。
一

方
で
、
死
亡
数
は
１
４
，
１
４
０
人
。
人
口
の
自
然
減

を
埋
め
る
ほ
ど
の
移
住
は
未
達
で
す
が
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
努
力
は
継
続
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん

の
周
り
に
、
こ
の
夏
、
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
い
ま
せ
ん
か
。

移
住
支
援
金
が
適
用
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
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コ
ロ
ナ
は
、よ
り
感
染
力
の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
置
き
換
わ
り
、１
日
当
た
り
の

新
規
感
染
者
が
一
千
人
を
超
え
る
な
ど
爆
発
的
な
感
染
拡
大
に
至
っ
て
い
ま
す
。

入
院
ベ
ッ
ト
は
徐
々
に
利
用
率
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。ま
た
、外
来
診
療
に
当
た
る

医
療
従
事
者
は
疲
労
の
色
が
隠
せ
な
い
状
況
で
す
。

第
７
派
の
感
染
拡
大
に
厳
重
に
警
戒
し
つ
つ
生
活
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

原
油
や
物
価
の
高
騰
に
対
す
る

対
策
と
し
て
は
、
低
所
得
世
帯
や

生
活
困
窮
世
帯
に
直
接
支
援
を
行

う
対
策
と
、
保
育
所
の
給
食
費
支

援
、
学
校
授
業
料
へ
の
支
援
な
ど

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
交

通
・
物
流
事
業
者
に
燃
料
高
騰
に

対
す
る
補
助
事
業
、
農
業
分
野
の

燃
料
や
肥
飼
料
、
資
材
の
高
騰
対

策
や
、
宿
泊
事
業
者
に
お
け
る
原

油
高
騰
対
策
な
ど
、
多
面
的
な
対

策
が
５
０
億
円
余
の
予
算
で
準
備

さ
れ
ま
し
た
。

感
染
症
・
物
価
高
と
た
た
か
う

急
激
な
感
染
拡
大
と
、
急
激
な

物
価
上
昇
、
い
ず
れ
も
厳
し
い
課

題
が
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
初
期
段
階
か
ら
訴
え

て
い
る
よ
う
に
、
根
拠
無
く
「
軽

症
ら
し
い
、
大
し
た
こ
と
は
無
い
」

と
か
思
う
の
で
は
な
く
、
正
し
く

恐
れ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
ま

す
。
罹
患
し
た
場
合
に
は
、
一
週

間
程
度
は
食
糧
確
保
に
苦
労
さ
れ

る
よ
う
で
す
。
用
心
の
た
め
備
蓄

を
お
勧
め
し
ま
す
。
自
分
で
出
来

る
こ
と
は
や
っ
て
お
き
た
い
も
の

で
す
。

一
方
で
、
物
価
高
に
私
達
は
個

人
の
力
で
は
あ
が
な
え
ま
せ
ん
。

原
油
高
で
石
油
を
原
料
と
す
る
製

品
の
価
格
上
昇
、
国
際
的
な
原
材

料
の
値
上
げ
、
食
料
の
高
騰
な
ど

が
同
時
進
行
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
拍
車
を
か
け
る
円
安
の
進
行
で

輸
入
製
品
の
価
格
を
上
昇
さ
せ
て

い
ま
す
。
政
府
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
失
敗
を
認
め
、
金
融
政
策
見
直

し
や
、
一
時
的
な
消
費
税
引
き
下

げ
な
ど
、
総
合
的
な
対
策
を
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

1979年県庁入庁し、児童相談所、福祉

事務所等に勤務。その間、労組委員

長、ＰＴＡ会長など労働運動、地域活動
に取り組む。

2015年県議選に初当選、

現在二期目。厚生常任委
員会委員長

立憲民主党宮崎幹事長

現在61歳

社会福祉士、宮崎県登録

参
議
院
選
挙
は
、
力
が
及
ば

ず
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
私
は
、
働
く
者

の
立
場
を
守
り
、
全
て
の
子
ど

も
ら
に
、
幸
福
な
未
来
が
あ
る

よ
う
に
祈
る
と
同
時
に
、
行
動

し
て
い
き
ま
す
。

様
々
な
課
題
を
取
り
上
げ
て
、
県

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
、
県
政
に
対
す
る

ご
意
見
、
ご
要
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

６
月
議
会
で
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
原

油
高
・
物
価
高
対
策
が
主
題

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
宮
崎
駅

や
宮
崎
空
港
な
ど
に
開
設
し
て
い

る
検
査
セ
ン
タ
ー
や
、
各
地
の
薬

局
な
ど
が
担
う
無
料
検
査
実
施
事

業
所
な
ど
、
県
内
７
０
カ
所
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
の
無
料
検

査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

実
施
件
数
が
増
加
す
る
と
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
予
算
を
二

倍
以
上
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
施

設
等
に
検
査
キ
ッ
ト
を

配
布
し
た
り
、
入
院
さ
れ
た
方
の

公
費
負
担
の
増
額
や
、
自
宅
療
養

者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
食
糧
支

援
を
行
う
な
ど
の
支
援
策
の
強
化

な
ど
を
含
め
６
０
億
円
余
の
増
額

補
正
を
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
宮
崎
県

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
設
サ
イ
ト
」
に
詳

し
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。



◆
生
活
困
窮
者
法
律
相
談
支
援
事
業

７
７
１
万
円

生
活
に
困
窮
す
る
方
々
へ
の
支
援

の
た
め
、
要
件
を
満
た
す
方
に
対
し
、

債
務
整
理
や
返
済
に
関
す
る
法
律
相

談
を
す
る
際
の
負
担
を
軽
減
し
て
、

家
計
改
善
、
自
立
の
促
進
を
図
る
も

の
で
す
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る

生

活

困

窮

者

に

は
、
生
活
福
祉
資

金
や
様
々
な
借
り

入
れ
を
さ
れ
た
方
が
お
り
、
い
よ
い

よ
返
済
と
な
っ
た
と
き
に
お
困
り
の

方
が
多
く
い
ま
す
。
十
分
な
支
援
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
郡
部
は
福
祉
事
務
所
へ
。

◆
保
育
所
等
給
食
緊
急
支
援
事
業

１
億
６
千
万
円

保
育
所
等
へ
の
給
食
支
援
を
行
う
市
町
村

に
、
材
料
費
高
騰
分
を
補
助
す
る

◆
県
立
学
校
給
食
等
緊
急
支
援
事
業

２
，８
７
５
万
円

県
立
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
学
校
給
食
等

に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
に
対
し
、
食
材
単
価

の
高
騰
分
を
補
助

(

市
町
村
立
小
中
学
校

は
、
市
町
村
が
支
援
し
て
い
ま
す
）

◆
私
立
学
校
授
業
料
等
緊
急
支
援
事
業

２
億
９
，７
９
０
万
円

私
立
学
校
に
通
わ
せ
る
世
帯
の
内
、
世
帯

収
入
が
一
定
額
未
満
の
世
帯
の
教
育
費
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
私
立
学
校
に
生
徒
一
人

５
万
円
を
上
限
に
補
助
す
る

❐

ほ
か
の
議
員
の
質
問
と
答
弁
を
紹
介
し
ま
す

☆
質
問
☆
（
＊
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
に
つ
い
て
）

佐
賀
や
福
岡
で
は
県
と
し
て
の
制
度

の
導
入
を
し
て
い
る
。
宮
崎
県
で
も
導

入
す
る
べ
き
で
は
。
＊
同
性
同
士
の
カ
ッ

プ
ル
を
婚
姻
に
相
当
す
る
関
係
と
認
め
証
明
書

を
自
治
体
が
発
行
す
る
制
度
で
す
。

☆
答
弁
☆
（
知
事
）

宣
誓
制
度
は
広
が
っ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、
多
く
の
人
の
理
解
が
必

要
で
あ
る
も
の
と
認
識
。
今
後
検
討
し

て
参
り
た
い
。

☆
私
の
思
い
☆

県
内
で
６
市
町
村
が
導

入
し
て
い
ま
す
（
全
国
で
２
月
１
日
現
在

１
４
９
自
治
体)

。
札
幌
地
裁
で
は
同
性
パ

ー
ト
ナ
ー
が
異
性
カ
ッ
プ
ル
と
同
様
の
法

的
保
障
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
と
判
断
し

ま
し
た
。
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
は
、

誰
し
も
が
生
き
や
す
い
社
会
に
歩
ん
で
い

く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

☆
質
問
☆
（
Ｊ
Ｒ
路
線
の
維
持
）

コ
ロ
ナ
の
打
撃
で
利
用
者
が
減
少

し
、
燃
油
高
騰
も
あ
る
。
維
持
策
は
？

☆
答
弁
☆
（
総
合
政
策
部
長
）

日
南
線
、
吉
都
線
の
利
用

増
は
難
し
い
課
題
。
維
持
で

き
る
か
断
言
で
き
な
い
。
特

に
油
津
か
ら
志
布
志
間
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
利
用
促
進
し
か
な
い
。
大
規

模
な
災
害
を
受
け
る
と
以
後
の
復
旧
は

難
し
い
こ
と
も
あ
る
。

☆
私
の
思
い
☆

公
共
交
通
の
維
持
は
バ

ス
も
鉄
道
も
難
し
い
課
題
が
た
く
さ
ん
。

で
も
無
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
復
活
は
な

い
で
し
ょ
う
。
公
と
民
と
が
力
を
合
わ
せ
、

住
民
の
交
通
手
段
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

〈近況報告〉◆４月１８日臨時会 議会の任務確認が主な内容で、私は、厚生常

任員会委員長、議事運営委員になりました。◆６月１０日～６月２８日定例県議会

162億9千万円余の補正予算が提案されました。◆６月２２日～７月１０日参議院

選挙 くろだ奈々さんを擁立し、勝利を目指して精一杯取り組みました。私は県連幹

事長として選対事務局長に就任しがんばりました。＊定例県議会の内容については、詳しくは県広

報や宮崎県庁ホームページをご覧ください。

〈さまざまなスナップ〉

↑泉代表、しっかり！

小

川

政
調

会

長

や
、

西
村
智
奈
美
幹
事
長

も
応
援
に
↑
↓

山
室
門
川
町
長

に
表
敬
訪
問
↓

集
会
で
司
会
を

務
め
る
岩
切
↓

◆
山
之
口
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業

３
５
０
万
円

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
主
会
場
と
な
り
ま

す
山
之
口
新
陸
上
競
技
場
の
最
寄
り

駅
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
山
之
口
駅
を
、
都
城

市
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
こ
と
に
、

一
部
負
担
を
し
ま
す
。

跨線橋を撤去して、駅舎から直接
ホームに渡ることが出来る通路を
設けるそうです。＊新陸上競技場の完成予想図＊

蓮
舫
議
員
ご
自
身
も
候
補
者
で
す
が
、

応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
↓

☆
質
問
☆
（
次
期
の
行
革
プ
ラ
ン
）

大
災
害
対
応
や
コ
ロ
ナ
な
ど
も
あ

り
、
行
政
需
要
は
高
く
な
っ
て
い
る
な

か
で
、
職
員
を
増
員
す
べ
き
と
思
う
が
、

新
行
革
プ
ラ
ン
の
職
員
数
目
標
は
？

☆
答
弁
☆
（
知
事
）

こ
の
間
、
知
事
部
局
は
３
，
８
０
０

人
前
後
で
推
移
し
て
い
る
が
、
今
後
、

感
染
症
や
南
海
ト
ラ
フ
等
大
災
害
へ
の

対
応
、
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
な
ど
行
政
需

要
は
高
ま
る
。
働
き
や
す
い
職
場
に
も

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な

分
野
に
必
要
な
人
材
を
確
保
で
き
る
よ

う
に
務
め
て
い
く
。

☆
質
問
☆
（
技
術
系
職
員
の
確
保
）

大
災
害
な
ど
危
機
事
象
に
対
応
す
る

た
め
技
術
系
人
材
確
保
が
必
要
だ
。
民

間
事
業
者
や
他
県
と
の
競
合
も
あ

る
。
ど
う
確
保
し
て
い
く
か
。

☆
答
弁
☆
（
総
務
部
長
）

受
験
者
数
の
減
少
が
続
い
て
い

る
。
採
用
辞
退
も
あ
る
な
ど
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
試
験
制
度
の
見
直
し

な
ど
で
受
験
者
を
確
保
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
高
校
、
大
学
で
の

説
明
会
な
ど
努
力
し
て
い
る
。

☆
私
の
思
い
☆

少
子
化
等

の
影
響
で
技
術
系
人
材
に
限
ら
ず
、
事

務
系
も
、
ま
た
警
察
官
な
ど
も
確
保
に

苦
労
し
て
い
ま
す
。
地
域
で
は
介
護
人

材
、
医
療
人
材
、
保
育
人
材
、
農
業
、

林
業
、
水
産
業
、
製
造
業
ど
の
分
野
で

も
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
全
体
で
の
人
材

確
保
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

提
案
さ
れ
た
事
業
や
同
僚
議
員
の

質
問
・
答
弁
を
ご
紹
介
し
ま
す
。




